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第３分科会　キャリア教育の新しい課題

１．はじめに（キャリア教育導入の経緯）
　本学におけるキャリア教育導入の直接の契機は、文部科学省による大学設置基準の一部改正（2011年４
月１日施行）である。この改正において文部科学省は、キャリア教育を以下の観点で評価することになった
と考えられる。一つ目は初年次教育として実施すること、二つ目は必修授業として実施すること、三つ目は
職業人による職場の実態に関する講話を取り入れることである。本学の教育推進機構会議ではこれら三つの
観点に加え「大学としてどのような方針で教育するのか」を明確にすることの必要についても議論された。
そしてその結果は、文書「キャリア教育の推進～自らの行き方を見つけ、実現する力を育成する」としてま
とめられた。

　本文書では現代日本における若者（大学生）の状況について、「社会全体の状況の変化の中で、若者は様々
な困難に直面している」とした。なかでも、自立できない若者の存在はたいへん深刻な問題であると認識し
ている。自立できない若者として例えば、就職しても早期に離職してしまう若者に着目している。その要因
として「職業意識の未熟さに加え、コミュニケーション能力のような社会人に必要とされる基礎的能力の低
下」が考えられるとした。そこで、学校教育の重要な課題の一つとして、キャリア教育の充実を掲げるに至っ
たことを説明している。
　このような状況において必要とされるキャリア教育を、「若者が将来、社会的・職業的に自立し、社会の
中での自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための力を身に付けさせるという視点に
立って、教員が日々の教育活動を展開すること」と位置付け、「教育を受ける学生は、今後、自立して自ら
の社会との関わり方、自己の存在意義を見つけるため、何のために学ぶのか明確に意識しながら、個々の専
門分野の学問を修得する必要がある」と分析した。
　ところで本学は、かねてより地域の活性化を支える高い教養と幅広い知識を有する社会人と高度専門職業
人を養成することを標榜してきたことから、自ら課題を探求して判断する能力を有する自立的な社会人とし
て、国内外で先導的に活動する人材を育成してきた。具体的には教員は日々の教育活動を通じて、これから
の社会を生きていくうえで必要となる力として、学生に「学士力」を確実に身につけさせる教育活動を行っ
てきた。さらに地域に立地する大学の特性として、地域に特有の課題についての知識・理解を深めることを
重視し、学生には関連する学修に取り組ませ、それらの教育活動が学生のどのような能力の育成に寄与する
のか、個々の専門分野が社会とどのような関わりを持っているのかを学生に示していく必要も生じている。
こうした取組を通じて、本学では、一人一人の学生が地域を担う人材として必要とされる力を身につけると
ともに、その過程において世界を見通すことができる力をも身につけることができる教育を実施してきた。
　これらを踏まえ、キャリア教育の実施に当たっては、「地域の活性化を支える高い教養と幅広い知識を有
する社会人としての必要な力を育成した上で、職業観の涵養や社会に参画する意欲・態度の意識形成、専門
的職業人としての役割や意義についての理解を図るものとする。このような取組を通じて、弘前大学の卒業
生として社会に羽ばたくためのキャリア発達を促す。従って、本学ではキャリア教育の取組を、社会全体の
中での人生の在り方を見つけ、実現するための「生き方教育」と位置付けて行ってゆく」としてキャリア教
育の実施が準備された（以上、弘前大学教育推進機構「キャリア教育の推進～自らの生き方を見つけ、実現
する力を育成する～」（2013年５月１日付文書）より）。

弘前大学におけるキャリア教育の展開と課題について
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２．キャリア教育の展開
　弘前大学で2016年度より、必修科目を含むキャリア教育科目のカリキュラムを全学的に展開している。
そのため１年次から４年次までのすべての学生が、今年度までに何らかのキャリア教育科目を履修するに
至っている。
　2016年４月には、本学の教育推進機構の基に、キャリア教育やキャリア支援を通じて学生の就業力育成
を推進する機関として「キャリアセンター」が設置された。キャリアセンターは全学部の教員のなかから任
命されるキャリアセンター兼任担当教員と専任教員（キャリアアドバイザーとしての特任助手を含む）、就
職支援室に所属する事務職員を構成員としている。本報告で示すキャリア教育のほか、「進路・就職相談」
や「ガイダンス・企業説明会」も実施している。「進路・就職相談」では専任のキャリア・アドバイザー（３
名）が年間を通じて学生からの相談に対応しており、就職活動に向けての初歩的な相談から、インターンシッ
プ、採用試験に係る面接練習、エントリーシートの添削等に対応している。「ガイダンス・企業説明会」では、
民間企業・公務員・教員といった志望分野別にガイダンスを開催し、学内等での業界研究会や合同企業説明
会も年間を通じて多数実施している。

 

　　　　　　　　　図１　運営体制図　　　　　　　　　　   図２　弘前大学におけるキャリア支援のスケジュール

　本学のキャリア教育は教養教育の一環として実施されている。そこでキャリアセンターは、学内の教養教
育部門（特に初年次教育）及び各学部（専門教育）と連携し、キャリア教育の計画、実施、確認対策を行っ
ている。
　１年次（後期開講）では全学部の学生が必修科目（「キャリア形成の基礎」＊所属学部に応じて１単位ま
たは２単位）を履修する（2016年度前期から開講）。ここでは働き方に関する動向や制度を学ぶとともに、
職業人（ゲストスピーカー）による講話や働き方に対する見方・考え方を確認するための検査（キャリア・
インサイト等）の受検によって、これまでの歩みを学生自身が確認する。２年次では各自の関心に応じて、「地
域」「女性」「創業」のテーマごとに設定されたキャリア形成に関する科目「キャリア形成の発展」（選択必
修科目：12科目各１単位）を履修することで、キャリア形成のための職業観を育む（2017年度前期から開
始）。３年次（前期開講）においては「社会と私」（必修科目２単位＊除く専門職養成課程（教育学部・医学
部）所属学生）履修することで、１年次に履修した内容を発展させるほか、就業体験としてのインターンシッ
プへの参加準備や働く現場としての業界研究を行う（2018年度から開始）。

　　　表１　キャリア教育のカリキュラム

 

表２
「キャリア形成の発展」
（２年次科目）一覧



106

第３分科会　キャリア教育の新しい課題

　各科目とも「到達目標」（教養教育開発実践センターが策定）に基づいたシラバスが作成されている。
　１年次の全学必修科目である「キャリア形成の基礎」では以下のような「到達目標」が定められている。
・地域の多様な職業を具体的な事例を通して理解すること
・地域社会との関わりのなかで、自らのキャリアを探求していくこと
・将来のキャリアの観点から、大学生活における学びの目標を、自律的に策定すること
　なお専門職養成の学部（教育学部と医学部）は専門教育においてもキャリア教育を行うことから単位数を
２とし、本科目のみを必修としている。
　２年次の選択必修科目（表２参照）及び３年次の必修科目（「キャリア形成の発展－社会と私」）では以下
のような「到達目標」が定められている。
・地域の多様な職業を理解した上で、地域志向のキャリアについて理解すること
・自分自身の大学における学びを踏まえ、自らのキャリア形成に向けたアクションプランを検討・立案する

こと
・自分自身のキャリアについて、当事者意識を持って主体的・能動的に学習する態度を持つこと

　ここからは2018年度から開講している科目「キャリア形成の発展－社会と私」を例に、本学におけるキャ
リア教育科目の内容を紹介する。
　本科目は担当予定教員（キャリアセンター専任教員及び教育戦略室教員並びにキャリア教育を専門とする
学内教員）によるワーキンググループが授業内容を作成し、共通のシラバスを用いて学部（人文社会科学部、
理工学部、農学生命科学部）ごとにクラスを設定し実施している。共有する「授業概要」は以下の三点である。
・働くことの意義、自らの専門性を見つめ、キャリアをデザインする
・地域の経済・社会・雇用の状況を理解し「地域志向」を育む
・学ぶ目標を再確認する
　一点目に関連する項目は各種検査ツール（キャリア・インサイト、PROG）や教育戦略室によって開発さ
れた教材（弘前大学の学習成果）を用いて、これまでの歩みを学生自身が振り返ることにある。二点目に関
連する項目としては、ゲストスピーカーによる講話（「地域」「女性」「創業」の各分野で活躍する職業人）
やキャリアセンターが企画するイベント（インターンシップ・セミナー）への参加など、学生が地域の職業
人から直接学ぶ機会を設けていることである。学生はこれらにただ参加するだけでなく、事前の学習（業界
研究）や事後の振り返り（アクション・プランの作成）が求められている。そして三点目は本科目の「到達
目標」でもある「アクション・プラン」の作成である。本科目の成績評価はいわゆる筆記試験ではなく、こ
の「アクション・プラン」の作成および作成に向けたミニレポートの蓄積をもとに行っている。これらの作
成物は紙媒体ではなく電子データでの提出を求めている。提出は「Moodle」というツールを用い、ツール
上にアップロードされる資料も適宜参照しながら学生自身が操作して行う。これにより受講生の進捗状況を
担当教員が適宜確認できるほか、紙媒体の場合散逸しがちな資料や作成物を学生自身が管理することで、後
日（年次が変わっても）に自ら確認することも可能な「ポートフォリオ」の作成にもつながっている。

 

　図３　「弘前大学の学習成果」（一部）　　　　　　　図４　「Moodle」によるミニレポート提出のイメージ
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３．おわりに（今後の課題）
　今後の課題として、①学生の専攻に応じたキャリア形成の選択肢
のさらなる提示（例えばキャリアアップとしての大学院での学びの
機会など）。②全科目の専任教員による担当（担当教員として各学
部の教員も参画することで、専門分野の特色を盛り込んだクラスの
構成）、③学生の履修希望に応じた科目群（テーマ）の整理（現在
は選択必修科目となっている２年次科目：「地域」「女性」「創業」
の各分野）が挙げられる。
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図５　ゲストスピーカーによる講話の様子 図６　インターンシップセミナーの様子

図７　グループワークの様子


